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1. は じめ に

リポアスレヂン軟膏は,一 定量のX線 の照射を受

けた家兎の臓器から抽出された リン脂質を加水分解

して得られた,不 飽和脂肪酸の混合物を主成分とし

ている.こ の脂肪酸群は山本がX線 の生体に及ぼす

作用の研究中,X線 照射により,生 体内に出現する

物質 として抽出され,抗 腫瘍性に関 して興味を持た

れ,す でに多 くの基礎的,臨 床的実験結果1)2)3)が報

告されている.そ の作用については,こ の物質が細

胞の分裂増殖を阻止 し,同 時にDNA, RNA,蛋 白

質合成を阻害するといわれている.一 方,プ ロピオ

ン酸,カ プ リル酸,ウ ンデシレン酸等の脂肪酸類が,

第2次 大戦後抗白癬菌剤として登場 し,そ の作用は,

皮表のpHに 関係し,細 菌や真菌の発育を抑制する

といわれ使用され有効であり,さ らにこの方面の研

究も期待されている所である.わ れわれは,こ の新

しく抽出された脂肪酸群の抗白癬菌作用を臨床面で

追究した.使 用した薬剤は,前 述の不飽和脂肪酸混

合物(商 品名 リポアスレヂ ン)を2%の わ りに局方

吸水軟膏に混合したものである.

2. 臨床成績

被験対象は岡山大学皮膚科を訪れた皮膚白癬症患

者で, 67名で本剤を使用し経過を観察し得た.使 用

方法は,す べて本剤単独療法とし, 1日2～3回 患

部に塗布を指示 した.効 果の判定は〓 ‥自,他 覚所

見 とも著明な改善を見,治 癒またはそれに近いもの,

〓:自,他 覚所見ともに改善を認めるもの,+:自,

あ るいは他覚所見に改善を認めるもの,-:無 効 と

した.

臨床成績は別表に一括する.す なわち,〓: 10例,

〓: 18例,+: 28例,-: 11例 とな り,+以 上を併

せ ると有効率は83.6%と な り,単 なる脂肪酸を混 じ

た軟膏とした劾果に止らず,従 来の有力な抗白癬菌

剤 と比較 して,ほ ぼ同じ効果が得られた.な お2～

3の 例では他の抗白癬菌剤が無劾の場合で も本剤が

著効～有劾を示したものもある.な お増悪例2例 が

あるが,こ れは直ちに本剤による副作用,あ るいは

刺戟症状とは認められない.

3. おわ りに

臨床治験を簡単に総括すれば次の如 くになる.

1) リポアスレヂ ン軟膏は,臨 床的に明らかな抗

白癬菌作用がある.

2) 有劾率は他の抗白癬剤と比較 し遜色は認めら

れない.

3) 著 明な副作用は認めなかつた.
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Lipoathledin is the fatty acid fractions extracted from x-ray irradiated rabit organs. We 
applicated 2% Lipoathledin absorption ointment to the superficial fungal infections clinically 
and following results were obtained.
1) Lipoathledin has obvious antifungal effect.
2) 56 in 67 patients of superficial fungal infections (83.6%) were improved clinically.
3) No significant side effects were observed.


